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２学年だより 第 35 号

１月１７日阪神・淡路大震災
が発生した日。
☆ ２４年前の１月１７日、午前５時４６分、阪

神・淡路大震災が発生しました。その日の様

子はテレビで放映され、”同じ日本でこんなこ

とが起こっているのか！”とショックを受けたこ

とを覚えています。

日ごとに伝えられる被害の大きさ。多くの尊

い命が犠牲になったこと。高速道路は傾き、町

全体を焼けつくす火災が発生したこと。多くの

人たちが体育館で寝泊まりしていること。毎日

のように映像で流れてくる度に”自分には何が

できるのか”と考えていました。そして私がした

ことは、勤務先で行った募金活動に協力したこ

とだけ。何もできなかったという思いと何をす

べきだったのかという思いだけが残りました。

その後、道徳の副読本に「語りかける目」と

いう資料が掲載され、毎年この時期に阪神・淡

路大震災について授業を行ってきました。風

化させないことやこの震災を通して伝えたいこ

と、被災者の思いなどを考えてきました。

１月１６日（水）に行われた今年の「歌会始め

の儀」で詠まれた天皇陛下の歌が紹介されま

した。阪神大震災で倒壊した家屋跡地に咲い

たひまわりを復興の象徴とし、全国にその種が

配られたそうです。

震災発生から１０年後に現地を訪れた両陛

下。その時に１人の少女が意を決して皇后陛

下にそのひまわりの種を渡したそうです。それ

を御所内で大事に育てられ、そのひまわりを

見て天皇陛下が詠まれた句が今年の歌会で

披露されました。人とのつながり、人の思い

に寄り添うことが伝わってきました。

２年生の皆さんにも、人の思いに寄り添い、

互いに支え合い、自分にできることを全力で行

う、そんな人になってほしいと願います。

２学年主任 今村恵美子

～清掃の姿～ （ほんの一部です）

水道場を丁寧に清

掃する姿。

隅々まで丁寧な

掃き。拭き掃除を

する姿。

床に膝をつき、雑

巾がけをする姿。

丁寧に清掃する

姿。

☆毎日の清掃時の姿です。無言で、黙々と清掃し

ています。いつも使っている場所を心を込めてを

丁寧に清掃できる人には感謝の心が宿っていま

す。感謝の心を持つ人が多いところには、温かな

気が流れています。温かな気が流れているところ

にはお互いを認め合い、サポートし合うよい人間

関係が生まれます。

このような良き姿は、後輩たちの手本・見本と

なります。



４月２４日（水）～２６日（金）の

日程で関西方面に行きます。

２日目の２５日 （木）に実施する

FW の班が決定しました。現在は

テーマ設定・行程作成に入ってい

ます。今後は、各班での行程を完成させるととも

に、決まりや持参物の決定、バス・新幹線・ホテル

の部屋割りなどを行い、準備を整えていきます。

ご家庭でも、修学旅行の話題に触れていただけ

ると嬉しいです。

（次号で班をお知らせします。）

♥来週の行事予定♥

トレナビ ○行事予定 ★提出・持参物

２１月 国６ 〇月２～６ 職員会議

＊簡単清掃（昼）部活動なし

＊完全下校１５：００

２２火 数６ 〇火１～４・月４・専門委員会

２３水 英７ 〇水１～６

２４木 理７ 〇木１～４・月１・総合

＊簡単清掃

２５金 社７ 〇金１～５

＊英語検定

とうとう警戒レベルに！

マスクの使用・手洗い・うがいの励行を！

近隣の学校でも流行し、２学年が学年閉鎖

に。具合が悪い場合には、無理をせず、受診

を進めます。

鼻をかむ、手でこする、くしゃみや咳を手で覆う・・

この手で様々なところを触ると、感染してしまいま

す。消毒用のアルコールも教室に設置しました・

給食前や手洗いの後などにきちんと手の水分をと

ってアルコール消毒をすることで感染防止につな

げていきたいです。

「与える心」は人を幸せに導く

～受かるクラス、落ちるクラス～

木下さんから、さらに興味深い話を聞きました。

木下先生が言っていたのは塾は大きくて、あちこ

ち教室があったんですが、ちょっと不思議なことが

起こっていたそうです。塾では模試を何度もやっ

て、全部の教室・クラスの点数や偏差値を分析し

て、レベル分けをするんですね。そうすると大体同

じレベルのクラスであれば、似通った結果になりそ

うですよね。例えば、ボーダーラインの子達がいた

とすると、単純に考えれば、ボーダーの子の半分

が合格、半分が不合格・・となりそうじゃないですか

ところが、不思議なことに、同じレベルのクラスな

のに、本番の結果が、全く違ってくることがあるん

ですって。つまり、ボーダーラインの付近の子たち

が、ほとんど受かるクラスとほとんどが落ちるクラス

に毎年分かれてしまうんですって。模試では大差

ないのに、最後の試験の結果がまったく違ってくる

というわけです。おかしいですよね。

そこで、木下さんはどうしても気になって、いろ

いろ調査したり、分析したりしたそうです。部活を

やっていたほうがいいのかどうかとか、兄弟がいる

かとか、親の方針や経済力はどうかとか、とにかく

いろいろと分析したそうです。でも、なかなかその

理由が見つからなかったんですって。

だけど、ある社員の方が、「もしかしたら・・」と、

あることを言ったんです。木下さんも、最初は信じ

られなかったそうです。でもね、検証してみたら、

その通りだったんですって、気になりますよね。ボ

ーダーライン上にいる子達が、受かるクラスと落ち

るクラスの違い・・・ （つづく）

私が一番受けたいココロの授業 講演編

比田井和孝 比田井美恵 ごま書房新社）


